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令和７年度「創意と活力」のある学校づくり推進事業報告書 

               春日井市立西山小学校 

事業テーマ 
すべての児童が活躍する全員参加型授業を目指して 

～かかわりの文化を土台に～ 

取組の目的 

これまで取り組んできた「授業のUD 化」と「SST・SGE」

を土台とし、より高い効果を得るために以下の２点に注力す

ることとしました。 

①「SST・SGE」で育んだ人間関係を土台に UD 化された

授業実践をすることで、すべての児童が活躍する全員参

加型授業を目指します 

②講師を招いた校内研修を充実させ、指導方法や指導理念

を全体で確認し、全教職員の共通理解のもとで進めてい

きます。 

区   分 

（○印を付ける） 
新規事業・継続事業（総事業年数３年間、２年目） 

事業名 事業内容 実施時期 

にこにこタイム 

 

研究授業 

 

 

先進校視察 

 

Ｑ－Ｕテスト(5月・10月) 

 

SST・SGE研修会 

 

 

授業力向上研修会 

 

体力向上研修 

 

 

ドリームマップ 

○毎週１回、全校体制で SST・SGE を実施 

 

○「全員参加型授業」を目指し、研究協議

を推進 

 

○学校公開、研究発表等の視察 

 

〇楽しい学校生活を送るためのアンケート 

 

○にこにこタイムの検討・師範および講演

（外部講師） 

 

○研究授業および講演（外部講師） 

 

〇誰もが楽しく運動に取り組むことを目指

す。 

 

〇自己肯定感を高め、自己理解と他者理解

を促進し、多様な価値観を肯定し合える関

係の構築。 

通年 

 

通年 

 

 

通年 

 

年２回 

 

年１回 

 

 

年２回 

 

年１回 

 

 

１月 
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 ６月１６日（月）と９月１１日（木）に、授業力向上を目的とした校内研修を実

施しました。講師として土井謙次先生をお迎えし、指導法についてご講演いただく

とともに、２年生の公開授業を行いました。授業後には協議会を実施し、土井先生

から具体的なご指導・ご助言をいただき、学びを深めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎週木曜日の朝に全校で１５分間、自尊感情とソーシャルスキルを育むことを目

的として、年間約３０回「にこにこタイム」を実施しています。活動では、SST(ソ

ーシャルスキルトレーニング）と SGE(構成的グループエンカウンター)に取り組ん

でいます。実践力の向上を目指して年間１０回の校内研修を行い、全教職員で共通

理解を図りながら取り組みました。 

にこにこ研修 

授業力向上研修 
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９月１９日（金）、９月２６日（金）、１０月１０日（金）の３日間、陸上の出

前授業として樋口明日美先生をお招きし、４～６年生を対象にご指導いただきまし

た。短距離走では走り方のコツやスタートの仕方、ハードル走ではハードルの越え

方やインターバルの走り方、高跳びでは助走の仕方や跳躍のポイントについて、実

技を交えながら分かりやすく教えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月２９日（木）に、にこにこタイムの公開を行いました。これまで取り組んで

きた SST・SGEの活動の様子を、県外をはじめ多くの先生方や保護者の皆様にご参

観いただきました。参観後には、５・６年生を対象に、にこにこタイムの指導で長

年お世話になっている、かかわりプログラム Slimple代表・曽山和彦先生による示

範授業とご講演をしていただきました。 

体力向上研修 

曽山和彦先生講演 
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取組の成果 

・教職員一人一人が授業実践に取り組み、互いの授業を見合う機会を設けました。

子どもたちにとってよりよい学びとなるよう、授業づくりについて話し合いを重ね

ています。 

・SST・SGEの担当を中心に、全教職員で「にこにこ研修」を行いました。活動の

ねらいや指導方法を共有することで、どの学級でも同じ方向で取り組めるようにし

ています。また、教員が実際に指導役を体験する研修も行い、指導力の向上に努め

ました。市内の先生方にも参加していただき、本校の取組を広くお伝えすることが

できました。 

・にこにこタイムでは、熊本県の小学校とオンラインで交流しました。初めて会う

相手に自分の思いが伝わる経験を通して、「もっとかかわりたい」という気持ちが

高まりました。大きくうなずいたり、相手の話に反応したりする姿勢も、日頃の異

学年交流などに広がっています。 

・保護者の皆様に参観していただく機会を増やすとともに、市内外（熊本県・石川

県）からの視察も受け入れ、本校のにこにこタイムの実践を広く発信することがで

きました。 

 

 


